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よ
り
良
い
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に

　
　 

わ
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わ
く
宣
言
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サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
オ
フ
ィ
ス
機
能
創
出
事
業

サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
オ
フ
ィ
ス
機
能
創
出
事
業  

　
　
　
　

  　
　

オ
フ
ィ
ス
需
要
の
根
拠
と
駐
車
場
へ
の
影
響
を
質
す

　
　

オ
フ
ィ
ス
需
要
の
根
拠
と
駐
車
場
へ
の
影
響
を
質
す

【
西
依
（
質
問
）】　

■
前
回
事
業
で
指
摘
さ
れ
た
採
算
性
や
借

地
期
間
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
今
回
の

再
公
募
で
は
何
を
改
善
し
た
の
か
。
ま
た
、

な
ぜ
今
回
は
事
業
が
成
立
す
る
と
判
断
し

た
の
か
。

【
課
長
（
答
弁
）】

■
市
で
は
、
参
加
事
業
者
の
辞
退
後
、
事

業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
企
業

立
地
奨
励
金
制
度
の
見
直
し
貸
付
期
間
を

30
年
か
ら
50
年
未
満
へ
延
長
、
提
案
期
間

を
２
か
月
か
ら
５
か
月
へ
延
長
、
事
業
用

地
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
事
業
の
継
続

性
や
収
益
性
を
確
保
し
や
す
い
条
件
に
見

直
し
た
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
現
時
点
で
入
居
を
検
討
し
て
い
る
企
業

は
あ
る
の
か
。

【
課
長
（
答
弁
）】

■
令
和
７
年
度
に
は
約
10
件
の
オ
フ
ィ
ス

相
談
が
あ
り
、
一
定
の
需
要
は
あ
る
と
考

え
て
い
る
も
の
の
、
現
時
点
で
今
回
整
備

さ
れ
る
オ
フ
ィ
ス
へ
の
入
居
を
検
討
し
て

い
る
企
業
は
な
い
。

【
西
依
（
質
問
）】　

■
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
の
駐
車
場
を
事
業
用

市
民
プ
ー
ル
解
体
事
業

市
民
プ
ー
ル
解
体
事
業

　
　
　
　

　
　
　
　

１
億
９
０
４
８
万
円

１
億
９
０
４
８
万
円    

【主な歳出】

プロスポーツチーム地域連携事業       2,600 万円

自治公民館建設等補助           133 万円

さが園芸 888 整備支援事業   2,015 万 8 千円

田代大官町・萱方線道路改良事業   871 万 7 千円

田代大官町・萱方線道路改良事業（第 2）　952 万 3 千円

橋梁長寿命化事業    7,359 万 6 千円

内水浸水対策事業    　　1,400 万円

都市公園遊具等改修事業   　　2,600 万円

消防格納庫整備事業    1 億 5,500 万円

校務支援システム導入   2,110 万 7 千円

鳥栖中学校テニスコート整備事業 　　7,200 万円

スタジアム改修事業   　　  1 億 2,124 万 2 千円

市民プール解体事業   　　  1 億 9,048 万 7 千円

元町運動広場トイレ設置       169 万 4 千円

と
す
る
こ
と
で
利
用
者
へ
の
影
響
は
な
い
の

か
。

【
課
長
（
答
弁
）】

■
配
慮
が
必
要
な
方
の
優
先
区
画
を
設
け
る

ほ
か
、
必
要
な
駐
車
台
数
は
確
実
に
確
保
す

る
。

【
主
な
公
募
条
件
】

○
事
業
用
地
：
約
５
５
０
０
㎡

　
　

（
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
駐
車
場
の
一
部
）

○
借
地
期
間
：
最
長
50
年
未
満

○
建
物
用
途
：
オ
フ
ィ
ス
を
主
体
と
し
た
複

合
施
設

○
選
定
方
法
：
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

○
募
集
開
始
：
令
和
８
年
７
月
下
旬
予
定

○
優
先
交
渉
権
者
決
定
：
令
和
９
年
１
月
中

旬
予
定

６
月
議
会
を
振
り
返
っ
て

６
月
議
会
を
振
り
返
っ
て

ス
タ
ジ
ア
ム
改
修
事
業

ス
タ
ジ
ア
ム
改
修
事
業

　
　

１
億
２
１
２
４
万
２
千
円

　
　

１
億
２
１
２
４
万
２
千
円

■
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
ス
タ
ジ

ア
ム
内
装
改
修
事
業
に
つ
い
て
、
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
で
は
、
諸
室
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
、
ホ
ー
ル
の
壁
紙
や
床
材
、

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
更
新
、
廊
下
の
床
材
・
壁

の
改
修
、
屋
外
廊
下
の
天
井
改
修
、
メ
イ

ン
ス
タ
ン
ド
２
階
シ
ー
ル
材
の
打
ち
替
え

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
地
で
は
、
実
際
に
改
修
予
定
箇
所
を

確
認
し
、
老
朽
化
の
状
況
や
改
修
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
施
設
の
長

寿
命
化
と
利
用
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め

に
必
要
な
改
修
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
市
民
が
安
全
で
快
適
に

利
用
で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
事
業
の

進
捗
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

変化は小さな１歩から
あなたの声が

まちを動かします

西依よしき
わくわく宣言

これまでの活動報告が
ご覧いただけます。

■
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
市
民

プ
ー
ル
解
体
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

や
今
後
の
整
備
方
針
を
質
し
ま
し
た
。

　

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
６

月
議
会
で
補
正
予
算
の
議
決
後
に
事
業
者

を
選
定
し
、
９
月
議
会
で
契
約
議
決
を
経

て
、
令
和
８
年
10
月
か
ら
着
工
、
工
期
は

約
８
か
月
で
令
和
９
年
５
月
の
完
成
を
予

定
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
プ
ー
ル
跡
地
の
整
備
方
針
に

つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー

ル
跡
地
に
は
健
康
遊
具
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
備
え
た
健
康
広
場
を
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
一
方
、
管
理
棟
や
50
メ
ー
ト

ル
プ
ー
ル
跡
地
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
施
設
エ

リ
ア
に
つ
い
て
は
、
既
存
施
設
と
の
一
体

利
用
や
整
備
費
、
維
持
管
理
費
な
ど
を
踏

ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
く
と
の
説
明
で

し
た
。

　

私
は
、
整
備
方
針
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま

解
体
を
進
め
る
理
由
を
質
し
ま
し
た
。
市

民
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
跡
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
整
備
方
針
を
早
期
に
示
し
、
市

民
や
議
会
へ
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

■
今
回
の
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
や
一

般
質
問
を
通
じ
て
、
鳥
栖
市
の
将
来
に
関

わ
る
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
感
じ
た
の
は
、「
将
来
像

が
十
分
に
示
さ
れ
な
い
ま
ま
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
解
体
後
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
エ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
整
備

す
る
の
か
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
整
備
す

る
の
か
し
な
い
の
か
な
ど
、
市
民
が
最
も

知
り
た
い
将
来
の
方
針
は
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
を
掲

げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
整
備
方
針

も
示
す
べ
き
で
あ
る
と
求
め
ま
し
た
。

■
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
駐
車
場
オ
フ
ィ
ス
機

能
創
出
事
業
に
つ
い
て
も
、
十
分
な
説
明

が
な
い
ま
ま
条
件
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え

る
と
、
鳥
栖
駅
東
側
の
鉄
道
高
架
用
地
を

活
用
す
る
方
が
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

鉄
道
高
架
の
実
現
に
は
長
い
期
間
を
要

す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
高
架
事
業

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
暫
定
利
用
し
、
オ

フ
ィ
ス
機
能
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
有

効
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

事業予定地のサンメッセ鳥栖駐車場

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

２
１
１
０
万
７
千
円

２
１
１
０
万
７
千
円

■
補
正
予
算
成
立
後
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
を
実
施
し
、
８
月
を
目
途
に
事
業
者

と
契
約
、
令
和
９
年
１
月
か
ら
市
内
12
校

で
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
一
斉
に
本
格
稼

働
さ
せ
る
予
定
。

　

シ
ス
テ
ム
に
は
、
名
簿
管
理
、
出
欠
管

理
、
成
績
処
理
、
通
知
表
作
成
、
指
導
要

録
作
成
、
体
力
テ
ス
ト
管
理
、
保
健
管
理

な
ど
の
機
能
を
備
え
、
こ
れ
ま
で
複
数
の

シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て
い
た
校
務
を
一
元

化
し
ま
す
。
運
用
経
費
は
、
初
年
度
は
３

か
月
分
と
し
て
約
３
３
５
万
円
を
計
上

し
、
２
年
目
以
降
は
年
間
約
１
３
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
校
務

デ
ー
タ
の
一
元
管
理
が
可
能
と
な
り
、
転

記
作
業
や
入
力
ミ
ス
の
削
減
、
情
報
共
有

の
迅
速
化
が
図
ら
れ
、
教
職
員
の
事
務
負

担
軽
減
と
児
童
・
生
徒
と
向
き
合
う
時
間

の
確
保
に
つ
な
が
る
と
の
こ
と
。

屋外廊下の天井改修箇所の一部

■
一
般
質
問
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
（
ま
ち
協
）」
に
つ
い
て
、
取
り

上
げ
ま
し
た
。
現
在
の
ま
ち
協
は
、
市
と

の
役
割
や
権
限
が
十
分
整
理
さ
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
位
置
付
け
が
中
途
半
端
に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
区
防
災
を
軸
に
、
地
域
課

題
の
解
決
を
担
う
地
域
運
営
組
織
へ
と
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
市
と
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
活

動
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
提
案
し
ま
し
た
。

■
最
後
に
、
常
任
委
員
会
で
は
、
市
民
プ
ー

ル
解
体
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
エ
リ
ア
に
つ

い
て
、
令
和
８
年
度
中
ま
た
は
、
解
体
が

終
了
す
る
令
和
９
年
５
月
ま
で
に
は
整
備

方
針
を
示
し
、
市
民
や
議
会
へ
丁
寧
に
説

明
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
計
画
な
ど
、
市
民
生
活

に
関
わ
る
重
要
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
計

画
の
進
捗
や
課
題
を
議
会
に
適
時
報
告

し
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
着
実
に
進

め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
分
か

り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も

に
、
将
来
を
見
据
え
た
政
策
提
言
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

令和８年６月定例会令和８年６月定例会令和８年６月定例会令和８年６月定例会
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６６
月
議
会
一
般
質
問

月
議
会
一
般
質
問

【
西
依
（
質
問
）】

■
市
長
公
約
で
掲
げ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流

都
市
」
と
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
す

も
の
か
。
環
境
づ
く
り
に
、
水
泳
環
境
は

入
っ
て
い
る
の
か
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
」
は
、
サ
ガ
ン

鳥
栖
や
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
と

の
連
携
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
、
市
民

が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
実
現
を
目
指
す
。

河内ダム拠点整備プロジェクト（案）

【
西
依
（
提
案
）】

■
ま
ち
協
が
将
来
の
地
域
運
営
組
織
へ
と

発
展
し
、「
地
区
防
災
」
を
軸
と
し
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　

避
難
所
運
営
や
要
支
援
者
支
援
、
地
区

防
災
計
画
の
策
定
な
ど
は
、
小
学
校
区
単

位
の
ま
ち
協
が
中
心
と
な
り
、
自
治
会
や

自
主
防
災
組
織
、
学
校
、
福
祉
関
係
団
体

を
つ
な
ぐ
中
核
組
織
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
ま
す
。

　

平
常
時
の
支
え
合
い
を
災
害
時
の
地
域

の
力
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
防
災
を
軸

に
地
域
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
ち
協
に
は
、
事
業
を
実
施
す
る
組

織
か
ら
、
地
域
課
題
を
議
論
し
、
合
意
形

成
を
図
り
、
地
域
を
運
営
す
る
組
織
へ
と

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
の

　
　

ビ
ジ
ョ
ン
と
成
果
を
質
す

　
　

ビ
ジ
ョ
ン
と
成
果
を
質
す

サ
ガ
ン
鳥
栖
と
連
携
し
た

サ
ガ
ン
鳥
栖
と
連
携
し
た

    

施
設
経
営
の
推
進
に
つ
い
て

施
設
経
営
の
推
進
に
つ
い
て

自
治
会
と
ま
ち
協
の
役
割
を
確
認

自
治
会
と
ま
ち
協
の
役
割
を
確
認

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

　

地
域
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

地
域
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

【
西
依
（
質
問
）】

■
自
治
会
と
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
以
下
「
ま
ち
協
」
と
い
う
）
の
役
割
を
、

市
は
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
市
・
自
治
会
・
ま
ち
協
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
責
任
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
自
治
会
は
地
域
の
身
近
な
課
題
を
把
握

し
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
で
解
決
に
取

り
組
む
役
割
が
あ
る
。
一
方
、
ま
ち
協
は
、

地
域
団
体
が
連
携
し
て
広
い
地
域
課
題
に

取
り
組
み
、
お
互
い
の
活
動
を
補
い
合
う

役
割
が
あ
る
。
ま
た
、
市
は
財
政
支
援
や

伴
走
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
今
後
、
市
・

自
治
会
・
ま
ち
協
の
役
割
と
責
任
を
関
係

団
体
と
協
議
し
、
整
理
し
て
い
く
考
え
を

示
し
ま
し
た
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
市
長
公
約
で
掲
げ
る
「
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
る
民
間
資
金
の
利
活
用
」
に
つ
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
導
入
を
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
き
た
の
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
を
始
め
と
す
る
市
内

ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
株

式
会
社
サ
ガ
ン
ド
リ
ー
ム
ス
と
協
議
を
行

い
、
条
件
面
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の

鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
を

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
を

【
西
依
（
質
問
）】

■
区
長
会
や
交
通
対
策
協
議
会
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら
市
へ
要
望
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
ち
協
が
地
域
課
題
を

ま
ち
協
で
地
区
要
望
の
一
元
化
を

ま
ち
協
で
地
区
要
望
の
一
元
化
を

【
西
依
（
提
案
）】

■
サ
ガ
ン
鳥
栖
が
持
つ
集
客
力
や
施
設
運

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
運
営
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
考
え
は
な
い
か
。

　

天
然
芝
に
影
響
し
な
い
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ

ア
ー
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見
学
、
企
業
研
修
、

子
ど
も
向
け
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
試
合
の
な
い
日
も
人
が
集

ま
る
施
設
に
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
ス
タ

ジ
ア
ム
が
、
サ
ガ
ン
鳥
栖
と
と
も
に
３
６

５
日
人
が
集
い
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
交

流
拠
点
と
な
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

議
論
し
、
優
先
順
位
を
付
け
て
地
区
要
望

を
取
り
ま
と
め
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
は
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
ま
ち
協
が
地
域
全
体
の
課
題
を
把
握

し
、
地
域
で
解
決
で
き
な
い
課
題
に
つ
い

て
は
優
先
順
位
を
付
け
て
行
政
へ
提
案
・

要
望
を
行
う
形
を
整
え
て
い
く
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

団
体
が
持
つ
役
割
や
要
望
書
提
出
の
仕
組

み
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
地
域
と
十

分
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

サ
ガ
ン
鳥
栖
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

サ
ガ
ン
鳥
栖
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

　
　
　

施
設
運
営
へ
活
用

　
　
　

施
設
運
営
へ
活
用

地
区
防
災
を
軸
と
し
た
地
域
運
営
を

地
区
防
災
を
軸
と
し
た
地
域
運
営
を


